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期日を守る
校長 南 俊 彦

先日、ある本に社会人１年生に実行してほしい事が書かれていました。その中で「提出す

べき書類はできるだけ早く作り、期日前に提出すべし！」とありました。例えば3人の部下

に5日後に必要書類を提出するように伝えました。2人は2日後に提出し、もう一人は5日後

の提出日に出しました。3人とも期日を守ったのは事実ですが、受け取った上司は3人の書

類が出揃うのを待っていたわけですから、期日を守って5日後に提出してもその部下に対し

て「遅いな・・」と印象を受けてしまうからだそうです。期日を守るのは社会人として当然

だと思います。しかし、経営者の方に実際に話を聞いてみると、期日を守って、きっちりで

きる人が大半だけれども、中には期日が守れなくて組織で対応しているケースもあるとのこ

とでした。

学校での期日を守ることについて考えてみます。学校では､「○日までにワークを○○ペ

ージまでやって提出すること」「授業内で完成できなかった人は○日までに家庭でやってく

ること」といったように期日を切って提出を求める場面があります。大半の生徒は、提出日

に提出して期日を守っていますが、中には「提出日をうっかり忘れてしまい持ってこなかっ

た」「提出日は知っていたがまだ終わっていない」「提出物をなくしてしまった」という生

徒がいます。特に夏休み明けや冬休み明けは、各教科や総合的な学習の時間のまとめなど多

種多様な提出物があり、提出日も始業式の日や最初の授業など教科によって異なるのでなお

さらです。2学期が始まり、一部の生徒が未提出の状況が長引いて、担当の教員が家庭に連

絡したり、放課後に残したりしながら支援する姿が見られました｡「家庭では取り組みがで

きない」「プリントをなくした」など提出物が期日までに出せない理由は様々です。中には

「どうやればいいのか分からない」という生徒もいます。大人は「分からなければ聞けばい

い」と考えますが、思春期の中学生は自分が分からないことをなかなか素直には認められな

かったり、友達に知られたくないという気持ちがあって素直に聞くことができなかったりし

ます。また、学年便りなどに宿題の一覧を載せても、保護者の手に渡らず、宿題が出ていた

ことを知らない保護者の方もいらっしゃると思います。期日を守ることは、効果的な学習法、

整理整頓、スケジュールの立て方、集中の仕方、ストレスの対処方法などの「スタディスキ

ル」を身に付けることで実行できるようになります。自分に合った学習方法、スケジュール

の立て方、スケジュールの見直しなど、意識的に実行して自分のやり方を身に付けてほしい

と思います。中学校卒業後は上級学校に進学する生徒がほとんどです。いろいろな提出物を

期日までに出すことが守れないと、単位が取れず進級さえ危ぶまれることになります。優先

順位を付けて、限られた時間に集中し、提出物を期日に提出できるよう、冬休みも取り組ん

でいきましょう。



○夢・未来プロジェクト 11月29日（水）
オリンピック・パラリンピック教育の一環として、

おもてなし講座とアスリートの話を聞く会が実施され

ました。おもてなし講座は元ＪＡＬ客室乗務員で現在

筑波大学で客員教授をされている江上いずみ先生、ア

スリートはプロバスケットボールチーム「東京エクセ

レンス」に所属されているジョーダン・フェイゾン選

手に来校していただきました。江上先生からはおもて

なしの精神を学び、アイコンタクトの大切さや正しい作法について学びました。3年生の受

験も意識していただき「ノックは３回以上」「挨拶の後におじぎ」というような動作とその

意味についてお話していただきました。ジョーダン選手は２ｍ1㎝の長身で、靴のサイズは

36㎝だそうです。大学を卒業後ドイツに渡り、今年９月に来日したそうです。実技披露の

場面では、ボールを持つと驚くほど敏捷な動きでした。ダンクシュートもかっこ良く決めて

くれました。終了後の感想では「2020年のオリンピック・パラリンピックの時は多くの外

国の人と話がしてみたい」「オリンピック・パラリンピックの時は外国の人に『裏表のない

心（おもてなしの心）』で接したい」などオリンピック・パラリンピックの開催に期待が膨

らむ時間となりました。

○あさひ学級・D組合同遠足 1２月８日（金）
今年の合同遠足は徒歩で都立城北中央公園に出かけま

した。曇り空で気温が低い一日でしたが、予定どおりに

公園に到着し、遊具で遊んだり、鬼ごっこやかくれんぼ

をしたりして楽しみました。班長として、班員の小学生

にもきびきび声をかけたり、鬼ごっこでは手加減をしな

がら小学生を追いかけたりして、やさしく小学生と接す

る姿がたくさん見られました。昼食の時間が小学生にと

っては少し短かったようでしたが、中学生はお弁当箱が

大きくても時間内にさらりと食べ終わり、小学生は一生懸命に時間内に食べていました。小

学生と中学生の違いがよく見られた遠足でした。

○３年面接練習開始 12月1１日（月）～
11日より校長室で面接練習が始まりました。上級学校

での面接対策という意味合いもありますが、学校長と一

対一で、中学校生活の頑張った事や楽しかった事、将来

の夢などについて語ることで、自分自身を見つめ直す機

会になればと思っています。先日の夢・未来プロジェク

トで学んだ、「ノックは3回以上」、「挨拶の後おじぎをす

る」、「アイコンタクトをする」、「笑顔を忘れない」などを意識して実行している生徒がた

くさんいました。


